
令和4年度　包括協定締結大学等（同志社大学、同志社女子大学、同志社国際中学校・高等学校、京都府立大学、田辺高等学校）との連携事業実績
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部局 課・室 学校名 連携先 具体的に いつ どこで 何をしたか

1 健康 市民部 市民参画課
令和４年度 大学・地域パートナー
シップ研究事業「中学校における食
育」

中学生 継続 令和２年度 同志社女子大学 教員
生活科学部　食物栄養科学学
科　実践栄養学研究室　小切
間　美保　教授

令和4年度
（食育講演会は令和4年7月6日
（水）に実施）

田辺中学校

自尊感情が低下するといわれている中学生において「調理経験が食事観、自尊感情を高め
ること」の関連性を研究した。田辺中学校2年生の生徒を対象に、食育推進冊子『Eat right,
Be bright－良い食べ方は、あなたを輝かせる－』を活用した食育講演を実施し、中学生の健
全な食生活の実現に向けた意識や行動の変化を促す教材を提供した。また、中学校2年生
に対して家庭で取り組むことのできる料理レシピ等を提示した。さらに、調理経験や食事観、
自尊感情について、タブレットを活用した無記名のアンケート調査を実施した。

2 健康 市民部 市民参画課
同志社女子大学看護学部授業「地
域看護学習実習」

大学生 継続 令和4年度 同志社女子大学 学校、学生 看護学部 令和5年2月
同志社女子大学京田辺キャン
パス、市内

地域の人々の生活や健康に関する状況を知るための科目が令和4年度から新設。講師役
（市職員、住民団体等）の調整を行った。

3 子育て 輝くこども未来室 段ボールを利用した共同製作会 幼児 単年 令和4年度 同志社女子大学 教員 竹井 史教授 令和5年2月～3月（数回） 三山木保育所 段ボールを使って共同製作を行った。（5歳児68名）

4 子育て 輝くこども未来室 幼保合同研修会 職員 単年 平成25年度 同志社女子大学 教員
①塘　利枝子 教授
②竹井　史教授

①令和4年6月9日
②令和４年6月23日
③令和4年9月16日
④令和4年11月8日
⑤令和4年11月10日

同志社女子大学京田辺キャン
パス

市内就学前施設の幼稚園教諭・保育士等による合同研修

5 子育て 輝くこども未来室 保育所園庭プロジェクト 幼児 継続 平成３０年度 同志社女子大学 教員 竹井 史教授　ゼミ 令和4年7月～9月 三山木保育所
「スーパークレイ」という特別に配合した良質な泥を使い、子どもがどのように遊びを拡げて
いくのか、子どもの遊びを観察した。その後、この間の子どもの変化について、まとめた資料
をもとに考察、学習会を開いた。

6 子育て
輝くこども未来室
三山木幼稚園

幼稚園大会のDVD編集 幼児 単年 令和3年度 同志社大学 学生・生徒 同志社大学学生テレビ局 令和4年9月（数回） 同志社大学
幼稚園大会のDVD作成に園周辺の地域や子どもたちの様子をドローンで全園対象に撮影し
た。京田辺市の地域の良さや幼稚園での子どもたちの遊び等が魅力的に伝わるような動画
撮影を行った。

7 子育て
輝くこども未来室
三山木幼稚園

三山木幼稚園児と同志社大学ラグ
ビー部との交流

幼児 継続 不明 同志社大学 学生・生徒 体育会ラグビー部 令和5年3月10日 同志社大学ラグビー場
三山木幼稚園児がラグビー場を駆け回り、体を動かして遊んだり、ラグビー部員からラグ
ビー体験をさせて貰った。

8 子育て
輝くこども未来室
三山木幼稚園

三山木幼稚園お別れ会に係るタナ
レンジャーの出演

幼児 継続 令和4年度 同志社大学 学生・生徒 同志社ヒーローショー同好会 令和5年3月7日 三山木幼稚園
園児のお別れ会にあたり、ゲストとしてタナレンジャーを招き、子ども達にヒーローショーを披
露する。

9 子育て
輝くこども未来室
三山木幼稚園

英語学習と異文化共生の関連に係
る京田辺市立三山木幼稚園におけ
る予備調査

幼児 継続 令和4年度 同志社女子大学 教員
国際教養学科
沖　ゼミ

令和4年12月20日 三山木幼稚園
沖先生とゼミ生が園児との園庭での交流を行うとともに、４歳児（年中）を対象にした英語で
のレッスンを行った。

10 子育て 市民部 市民参画課
（チラシ配架）
赤ちゃん学カフェ開催

市民 継続 同志社大学 学校 赤ちゃん学研究センター
令和4年7月20日（水）、7月23日
（土）

同志社大学赤ちゃん学研究セ
ンター
（Zoomによるオンライン配信）

子育て中の保護者等を対象としたイベントについて周知した。

11 子育て 市民部 市民参画課

（後援・広報等掲載・チラシ配布・ポ
スター掲出）
赤ちゃん学フェスティバル2022（オン
ライン配信）

市民 継続 同志社大学 学校 赤ちゃん学研究センター 令和4年10月29日（土）
同志社大学赤ちゃん学研究セ
ンター
（Zoomによるオンライン配信）

赤ちゃん学研究センターの研究・調査の紹介や報告、乳幼児向けイベントを後援し、広報・周
知した。

12 子育て 市民部 市民参画課
（チラシ配架）
赤ちゃん研究員募集

市民 継続 同志社大学 学校 赤ちゃん学研究センター 随時
同志社大学赤ちゃん学研究セ
ンター

大学の取り組む研究に係る協力者募集について周知した。

13 子育て 健康福祉部 社会福祉課
生活困窮者自立支援法に規定する
「学習支援事業」

小学生 継続 平成２６年度 同志社大学、同志社女子大学 学生・生徒 ASUVID 毎週火曜日及び金曜日 キララ商店街 無料の学習塾

14 教育 市民部 市民参画課 きょうたなべ政策グランプリJAPAN 大学生 継続 令和4年度 同志社大学、同志社女子大学 学生・生徒 各学生チーム
令和4年度10月～2月
（決勝プレゼン大会2月25日
（土））

南部まちづくりセンター

参加者は、京田辺市をフィールドとして、身近な地域課題や多様化するまちづくりへのニー
ズ、地域の活性化について、地域社会の人々との関わりを通して調査研究に取り組み、政
策を立案する。
それらの計画案についてプレゼンテーション（１次審査：動画、２次審査：対面）を行い、市や
市民団体、有識者等による評価を受け、１次審査を通過して２次審査に進んだ参加者は自ら
が主体となって、翌年度、それらの計画を実施（サンプル事業等）する。

15 教育 市民部 市民参画課
同志社大学体育会ラグビー部によ
る地域清掃活動

大学生 単年 － 同志社大学 学生・生徒 体育会ラグビー部 令和5年2月18日（土） 興戸区、同志社山手自治会 ラグビー部員が地域を練り歩いて清掃活動を行う

16 教育 市民部 市民参画課
同志社国際高等学校ワールド・ワイ
ド・ラーニングコンソーシアム市長講
演

高校生 継続 令和3年度 同志社国際中学校・高等学校 学校 令和4年11月26日（土） 同志社国際中学校・高等学校

同志社国際高等学校では、文部科学省よりWWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシア
ムにおける拠点校として２０１９年度から指定を受け、生徒がSDGｓ（持続可能な開発目標）
やまちづくりについて学習する取り組みを行っている。そういった中、上村市長が生徒に対
し、市のまちづくりについての講演を行った。

17 教育 市民部 市民参画課
（チラシ配布）
同志社スポーツフェスティバル

幼児、小学生、中学
生

単年 － 同志社大学 学校 スポーツ支援課 令和4年11月6日 同志社大学京田辺キャンパス バレーボール部と地域のチーム、学生チームが対戦する。

No

所属

事業名
事業分

野

事業の対象者
・参加者 事業区分 事業開始年度

連携先等 事業の内容

教育・文化・福祉・スポーツ
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18 教育 市民部 人権啓発推進課
若い世代を対象とした交際相手から
の暴力防止のための教育・啓発事
業

高校生・大学生 継続 平成３０年度
同志社大学、同志社女子大学、同志
社国際中学校・高等学校

学校
令和４年９月１４日（水）・令和４年
１２月１３日（火）

同志社大学　同志社女子大学
同志社国際高等学校

同志社国際高等学校の２年生にはデートＤＶ防止啓発カードを配布し、同志社大学、同志社
女子大学には同カードを配架し、交際相手からの暴力防止につなげる啓発を行った。

19 教育 市民部 人権啓発推進課
若い世代を対象とした交際相手から
の暴力防止のための教育・啓発事
業

大学生 単年 同志社女子大学 教員
現代社会学部社会システム学
科　倉持 史朗 教授
「応用演習１」履修生

令和４年７月２０日（水）
１０時１５分～１１時１５分

　同志社女子大学
女性交流支援ルームの施設見学、本市男女共同参画計画取組の説明や日々の活動、啓発
事業、相談事業等講義を行った。

20 教育 市民部 人権啓発推進課
若い世代を対象とした交際相手から
の暴力防止のための教育・啓発事
業

大学生 継続 令和２年度 同志社女子大学 教員
授業「女性と社会保障」（担当
教員：社会システム学科 倉持
史朗 教授）２回～４回生

令和４年１２月１３日（火）
１３時１５分～１４時１５分

同志社女子大学
倉持先生の「女性と社会保障」授業で、本市男女共同参画計画取組の説明、デートＤＶ防止
啓発カードの配布及びデートＤＶ防止啓発事業の取り組みを考える内容のアンケートを実施
した。

21 教育 市民部 人権啓発推進課
若い世代を対象とした交際相手から
の暴力防止のための教育・啓発事
業

高校生 継続 平成３０年度 田辺高等学校 教員 ２年生
令和４年１２月１２日（月）
１０時５０分～１１時１０分

京都府立田辺高等学校
２年生を対象としてデートＤＶ防止啓発カードの配布と高校生２組が寸劇を実演し、アンケー
トを実施することで人間関係において自分も相手も大切にする意識を高めることで暴力防止
につなげる啓発を行った。

22 教育 市民部 市民参画課 地域学習授業 小学生 継続 令和4年度 京都府立大学 教員・学生 文学部歴史学科 令和4年11月4日（金）
三山木小学校及びその校区エ
リア

学生がこれまで市史編さん等で得た知見をもとに講師役となり、児童に歴史・文化など、まち
あるきを通じた地域の魅力を紹介する。三山木小学校区域内の3か所のポイント（A：佐牙神
社、B：壽宝寺・山本駅、C：茶園）について、3グループ（2クラスずつ）に分かれ順次訪問。

23 教育 市民部 市民参画課 児童のキャリア教育事業 小学生 継続 令和4年度 京都府立大学 学校 文学部歴史学科 令和4年11月11日（金） 京都府立大学下鴨キャンパス

（１）大学の概要説明
（２）講義体験
（３）大学内見学、京都府立植物園見学

24 教育 市民部 市民参画課 ＳＤＧｓを学ぶ子どもエコ・クッキング 小学生 継続 令和4年度 京都府立大学 教員・学生
食保健学科
吉本准教授

1回目：9月24日（土）、9月25日
（日）
2回目：10月1日（土）、10月2日
（日）
3回目10月8日（土）、10月9日

中央公民館
①事前アンケート
②クッキングワークショップの実施（３回）
③フォローアップアンケート

25 教育 市民部 市民参画課
京都府立大学　令和４年度公共政
策特殊講義Ⅰ

大学生 継続 令和4年度 京都府立大学 学校 公共政策学部 令和5年1月23日（月） 京都府立大学下鴨キャンパス 京田辺市のまちづくりに関する講義

26 教育 経済環境部
産業振興課
消費生活センター

消費生活センターの啓発 高校生 継続 令和２年度 田辺高等学校 学校 ３年生 令和5年1月30日 田辺高等学校 消費生活センター啓発物等の配布

27 教育 教育部 社会教育課
学生による地域連携プロジェクト
児童と手紙交換等を行う「京田辺ふ
れんずプロジェクト」

小学生 継続 令和３年度 同志社女子大学 学生・生徒
同志社女子大学まちづくり委
員会

令和４年１０月５日（水）、１２月７
日（水）、令和５年２月１日（水）
１５：３０～１７：００

大住留守家庭児童会 学生と児童が文通やレクリエーションをとおして交流を深めた。

28 教育 消防署 警防課
薬物治療学実習事前学習への
講師派遣

大学生 継続 令和４年度 同志社女子大学 教員
同志社女子大学
薬学部４年次生

令和４年４月
１４日（木）・１５日（金）
２１日（木）・２２日（金）

同志社女子大学
薬物治療の原因検索に繋げるうえでの心肺蘇生法・ＡＥＤの使用法を含めたシナリオ実習を
学生に実施。

29 生涯学習 市民部 市民参画課 ふげんじ自然栽培研究会 市民 継続 令和4年度 京都府立大学 教員
生命環境科学研究科
武田准教授

プレ：７月～９月
１０月～３月
毎月１、２回程度開催

普賢寺ふれあいの駅近辺 勉強会やシンポジウムの開催、農作物の播種、栽培、収穫

30 生涯学習 市民部 市民参画課
京都府立大学農場ユーカルチャー
デー（成人コース）

市民 継続 令和4年度 京都府立大学 教員 生命環境学部附属農場 令和4年12月2日(金） 生命環境学部附属農場
柿の剪定　①講義：剪定の重要性、コツを学習　②体験：学内で実際に育てられている柿の
剪定の指導

31 生涯学習 教育部 社会教育課 京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ 市民 継続 平成５年度 同志社大学 職員 京田辺校地総務課
令和４年５月１４日（土）、５月２８
日（土）、６月１１日（土）、６月２５
日（土）、７月９日（土）

同志社大学京田辺校地 ５回講義を開催した。

32 文化 市民部 市民参画課
（交付金等支援）
クローバー祭2022の共催

市民 継続 平成１７年度 同志社大学 学生・生徒
学生支援課、クローバー祭実
行委員会スタッフ

令和４年１１月５日(土)、６日(日)
同志社大学京田辺キャンパス
（対面・オンライン併用形式）

学生・教職員・市民が一体となって、ともに楽しみ、ふれあい、交流する場としてクローバー
祭に共催した。分担金の拠出や広報京たなべ等で市民に開催を周知した。

33 文化 市民部 市民参画課 興戸文化祭への出演 市民 単年 － 同志社女子大学 学生・生徒 工芸部 令和4年10月30日（日） 興戸公民館
興戸文化祭のお楽しみコーナーとして、野外テント内で紙類を使って親子で楽しめる工作を
行う

34 文化 市民部 市史編さん室
京田辺市史に掲載する資料写真撮
影

行政 単年 令和4年度 同志社大学 学校
同志社大学社史資料センター
同志社大学人文科学研究所

令和4年6月28日
令和4年7月13日

同志社大学今出川キャンパス
『京田辺市史資料編第３巻　近代・現代資料』に掲載する資料写真（田辺キャンパス開校時
パンフレット及び河原林家文書）の撮影を行った。

35 文化 市民部
文化・スポーツ振興
課

綴喜古墳群国指定史跡記念シンポ
ジウム

市民 単年 令和4年度 同志社大学 学生・生徒 同志社大学学生テレビ局 令和5年3月26日 京田辺市立中央公民館 綴喜古墳群国指定史跡記念シンポジウムに係る司会

36 文化 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市展表彰式 市民 継続 平成２９年度 同志社大学 学生・生徒 同志社学生放送局 令和４年１２月４日（日） 京田辺市立コミュニティホール 京田辺市展表彰式に係る司会

37 文化 市民部 市史編さん室 市史編さん事業
行政、市史編さん関
係者、学生など

継続 平成29年度 京都府立大学 教員 市史編さん専門部会員 通年 京都府立大学ほか
本市と締結している連携協定に基づき、市史編さんに係る調査等を実施している。なお、調
査等には学生も参加し、調査成果の一部は「京都府立大学文学部歴史学科フィールド調査
集報」に掲載されている。

38 芸術 教育部
こども・学校サポート
室

同志社女子大学学芸学部音楽学科
の授業「音楽によるアウトリーチ」履
修生による授業

小学生 継続 平成３０年度 同志社女子大学 教員 学芸学部音楽学科
①令和４年12月16日（金）
　②令和４年12月２日（金）

　①普賢寺小学校　全学年
②三山木小学校　第３学年

対象学年に合わせて授業を企画し、楽器の演奏を始め、楽器の歴史や使い方の説明につい
ての学習や、クイズなどを楽しんだ。
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39 スポーツ 市民部 市民参画課
同志社大学体育会クラブスポーツコ
ミュニケーション

中学生 継続 平成21年度 同志社大学 学生・生徒
同志社大学体育会クラブ
①硬式野球部②サッカー部③
女子ハンドボール部

①令和4年8月7日（日）②令和5年
2月19日（日）③令和5年3月4日
（土）

同志社大学京田辺キャンパス
同志社大学体育会クラブ（野球、サッカー、女子ハンドボール）の練習場において、同クラブ
所属学生が市内中学校のクラブ所属生徒を対象に、スポーツ教室（技術指導、トレーニン
グ、講話等）を実施する。

40 スポーツ 市民部 市民参画課
同志社大学競技スポーツ応援促進
事業市民サポーター

市民 継続 平成２３年度 同志社大学 学校
硬式野球、アメフト、サッカー
の各体育会クラブ

随時 京田辺市役所内
申込者に市民サポーターカードを渡し、同カードを大学関係者入場券販売所で提示すること
で入場料の割引が受けられる。

41 スポーツ 市民部 市民参画課
同志社大学スポーツ観戦チケットプ
レゼント

市民 継続 同志社大学 学校 スポーツ支援課
試合日程
・10/22、10/23（硬式野球）
・9/25(ラグビー）

各競技場 市民にチケットをプレゼントし、試合会場へ赴き、同志社大学体育会クラブを応援する。

42 スポーツ 市民部
文化・スポーツ振興
課

令和４年京田辺市スポーツ賞表彰
式

市民 継続 平成９年度 同志社大学 学生・生徒 同志社学生放送局 令和５年３月４日（土）
京田辺市立中央公民館大ホー
ル

京田辺市スポーツ賞表彰式における司会

43 環境 経済環境部 農政課 鳥獣対策田辺高校連携事業 高校生 継続 令和４年度 田辺高等学校 教員
田辺高等学校地域連携研究
部

令和４年８月～令和５年３月 京都府立田辺高等学校
イノシシの捕獲檻の製作等を市内で唯一の機械及び工学に係る専門学科がある田辺高等
学校に依頼。

44 国際 市民部 市民参画課
テュービンゲン大学同志社日本研
究センター留学生と市内小学生の
交流事業

小学生 継続 平成8年度 同志社大学 学生・生徒
テュービンゲン大学同志社日
本研究センター

令和4年7月8日（金）
大住小学校、北部住民セン
ター

テュービンゲン大学同志社日本研究センターの外国人留学生が、京田辺市立小学校を訪問
し、児童と一緒に授業等を体験し、交流を図る。その後、市内で「お茶の煎れ方体験」などの
日本文化を体験する。

45 国際 市民部 市民参画課
同志社大学グローバル・コミュニ
ケーション学部「ワークショップ現代
日本社会２」

留学生 継続 令和元年度 同志社大学 教員
グローバル・コミュニケーショ
ン学部 須藤 潤 准教授

令和４年１２月９日（金）
授業「ワークショップ現代日本社
会２」

同志社大学京田辺キャンパス

市民参画課の講義「京田辺市の地域コミュニティーについて」の後、まちづくり市民ねっと京
田辺による講義「地域コミュニティーの現場から」を実施した。その後、外国人留学生が「地
域と外国人留学生を結ぶ活動」についてグループプレゼンテーションを行った。また、それら
の企画案の中から、来年２～３月頃、実際に外国人留学生が京田辺市をフィールドに活動を
実践した。

46 国際 市民部 市民参画課 京田辺市生活ガイドブック翻訳 市民 継続 令和３年度 同志社大学 学生、教員
グローバル・コミュニケーショ
ン学部　孫　樹喬　教授

令和4年4月～9月 同志社大学
在住外国人が公共サービスをはじめ、生活に必要な手続き等がスムーズに行え、本市での
生活を快適なものとするために発行している『京田辺市生活ガイドブック』の中国語（簡体字）
翻訳を依頼した。

47 サイエンス 市民部 市民参画課
（チラシ配布）
科学するガールズ中高理科教員懇
談会

中学生 継続 － 同志社大学 学校 科学するガールズ事務局 令和4年12月27日（金） 同志社大学京田辺キャンパス 市内3中学校に対し、開催案内チラシを配布した

48 サイエンス 市民部 市民参画課
（チラシ配布）
科学するガールズ工場見学ツアー

中学生 継続 － 同志社大学 学校 科学するガールズ事務局 令和5年1月6日（金） 京都市内 中高生に科学を楽しむプログラムを提供し、理工系分野への興味・関心を喚起する。

49 サイエンス 市民部 市民参画課
同志社大学サイエンスアカデミー
2022

小学生・中学生 継続 平成２９年度 同志社大学 学校 理工学部事務室 令和４年７月２９日（金） 同志社大学京田辺キャンパス
小学校児童及び保護者、中学生を対象に、理科への興味・関心を高める実験体験イベントを
開催した。

部局 課・室 名称 役職名 任命開始 任命終了 氏名 学校名 学部・学科名等 職名 連携先

50 健康 健康福祉部 健康推進課 京田辺市健康づくり推進協議会 会長 令和3年6月1日 令和5年5月31日 栁田　昌彦
同志社大
学

スポーツ健康科学部 教授 教員
総合的な健康づくり等の計画の策定及び進行管理等に関すること、食育に関すること、その
他市民の健康づくりに関することについての協議会。

51 健康 市民部 国保医療課
京田辺市国民健康保険事業の運営
に関する協議会

会長 令和4年7月1日 令和7年6月30日 村田　隆史
京都府立
大学

公共政策学部福祉社会学科 准教授 教員 国民健康保険事業の運営に係る重要事項について審議を行い、事業の方針を決定する。

52 福祉 健康福祉部 社会福祉課 京田辺市地域福祉計画策定委員会 委員長 令和4年7月28日 令和5年7月27日 永田　祐
同志社大
学

社会学部 教授 教員

京田辺市地域福祉計画策定委員会は、「京田辺市地域福祉計画の策定及び実施に関する
こと」、「その他地域福祉施策等に関すること」を目的に設置している。現在の第４期京田辺
市地域福祉計画期間は令和４年度から令和８年度まで
令和４年度はコロナの影響で書面開催となった。

53 福祉 健康福祉部 障がい福祉課
京田辺市障害者基本計画等策定委
員会

委員長 令和2年7月1日 令和5年6月30 日 廣野　俊輔
同志社大
学

社会学部社会福祉学科 准教授 教員
京田辺市障害者基本計画等の進捗管理及び次期計画の策定に関する必要な事項の調査、
審議

54 子育て 輝くこども未来室 京田辺市子ども・子育て会議 会長 令和4年6月29日 令和6年6月28日 塘　利枝子
同志社女
子大学

現代社会学部現代こども学科 教授 教員
子ども・子育て支援事業計画や子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推
進に関し必要な事項等を調査審議する。

55 子育て 輝くこども未来室 京田辺市子ども・子育て会議 委員 令和4年6月29日 令和6年6月28日 学生
同志社女
子大学

学生 学生・生徒
子ども・子育て支援事業計画や子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推
進に関し必要な事項等を調査審議する。

56 教育 教育部 教育総務室 京田辺市教育委員会 委員
平成29年10月1日
令和3年10月1日

令和3年9月30日
令和7年9月30日

藤原　孝章
同志社女
子大学

現代社会学部現代こども学科 特任教授 教員 教育行政の基本方針や重要施策、事項等を決定する。

57 教育 教育部 社会教育課 京田辺市社会教育委員 委員 令和4年6月1日 令和6年5月31日 職員
同志社大
学

京田辺校地総務部部長
京田辺地域連携推進室長

職員

・社会教育に関する諸計画を立案
・教育委員会の諮問に応じ意見を述べること
・必要な研究調査
・その他、本市の社会教育全般に関すること。

No

所属 委員

審議会等の概要分野

審議会等
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58 生涯学習 教育部 社会教育課 京田辺市生涯学習推進協議会 委員 令和3年6月1日 令和5年5月31日 職員
同志社大
学

京田辺校地総務部部長
京田辺地域連携推進室長

職員
生涯学習の推進に当たって、京田辺市生涯学習推進本部長が提起した事項に関すること。
地域、職場及び団体等への生涯学習の普及及び啓発に関すること。
その他生涯学習の推進に必要な事項に関すること。

59 生涯学習 教育部 社会教育課 京田辺市立図書館協議会 委員長 令和5年4月1日 令和7年3月31日 原田　　隆史
同志社大
学

免許資格課程センター（大
学）、総合政策科科学研究科
（大学院）

教授 教員
図書館の運営に関し館長の諮問に応じるとともに、図書館事業について館長に意見を述べ
る。

60 生涯学習 教育部 社会教育課 京田辺市立図書館協議会 委員 令和5年4月1日 令和7年3月31日 村木　　美紀
同志社女
子大学

学芸学部メディア創造学科 准教授 教員
図書館の運営に関し館長の諮問に応じるとともに、図書館事業について館長に意見を述べ
る。

61 文化 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市文化振興懇話会 委員長 令和4年8月29日 令和5年3月31日 真山　達志
同志社大
学

政策学部 教授 教員 文化振興計画の進捗状況や今後の取り組みについて意見聴取を行う。

62 文化 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市文化振興懇話会 委員 令和4年8月29日 令和5年3月31日 椎名　亮輔
同志社女
子大学

学芸学部音楽学科 教授 教員 文化振興計画の進捗状況や今後の取り組みについて意見聴取を行う。

63 文化 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市文化振興懇話会 委員 令和4年8月29日 令和5年3月31日 奥村　優結奈
同志社女
子大学

学芸学部音楽学科 学生 学生・生徒 文化振興計画の進捗状況や今後の取り組みについて意見聴取を行う。

64 文化 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市文化財保護審議会 委員 令和3年1月1日 令和5年12月31日 若林　邦彦
同志社大
学

歴史資料館 教授 教員
京田辺市内にある文化財を調査保護し、かつ、その活用を図り、もって市民の文化向上に資
することを目的とし設置するもの。

65 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 本岡　拓哉
同志社大
学

人文科学研究所 助教 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

66 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん委員会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 小林　丈広
同志社大
学

文学部 教授 教員 前年度の市史編さん事業の結果の審議および今年度の市史編さん事業の方針の決定。

67 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん委員会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 菱田　哲郎
京都府立
大学

文学部歴史学科 教授 教員 前年度の市史編さん事業の結果の審議および今年度の市史編さん事業の方針の決定。

68 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん委員会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 東　昇
京都府立
大学

文学部歴史学科 教授 教員 前年度の市史編さん事業の結果の審議および今年度の市史編さん事業の方針の決定。

69 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん委員会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 岸　泰子
京都府立
大学

文学部歴史学科 准教授 教員 前年度の市史編さん事業の結果の審議および今年度の市史編さん事業の方針の決定。

70 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん委員会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 上杉　和央
京都府立
大学

文学部歴史学科 准教授 教員 前年度の市史編さん事業の結果の審議および今年度の市史編さん事業の方針の決定。

71 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 諫早　直人
京都府立
大学

文学部歴史学科 准教授 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

72 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 橋本　清一
京都府立
大学

文学部 非常勤講師 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

73 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 本庄　総子
京都府立
大学

文学部歴史学科 准教授 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

74 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 井上　直樹
京都府立
大学

文学部歴史学科 准教授 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

75 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 竹中　友里代
京都府立
大学

文学部歴史学科 特任講師 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

76 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 山田　洋一
京都府立
大学

共同研究員 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

77 文化 市民部 市史編さん室 京田辺市史編さん専門部会 委員 令和2年6月27日 令和5年6月26日 横内　裕人
京都府立
大学

文学部歴史学科 准教授 教員 市史編さんに係る調査を行い市史を執筆する。

78 芸術 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市展懇話会 委員 令和3年5月19日 令和5年3月31日 太田　雅裕
田辺高等
学校

副校長 教員

京田辺市展を円滑に運営し、
その発展を図るため設置する
もの。

1年に２～３回開催（令和４年度２回開催）

79 スポーツ 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市スポーツ推進審議会 会長 令和元年10月1日 令和5年9月30日 竹田　正樹
同志社大
学

スポーツ健康学部 教授 教員
スポーツ推進計画やその他スポーツの推進に関する事項について調査審議し、これらの事
項に関して市長に建議する。

80 スポーツ 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市スポーツ推進審議会 委員 令和元年10月1日 令和5年9月30日 林　　昌一郎
同志社国
際高等学
校

教諭 教員
スポーツ推進計画やその他スポーツの推進に関する事項について調査審議し、これらの事
項に関して市長に建議する。

81 スポーツ 市民部
ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ
推進室

ワールドマスターズゲームズ２０２１
関西
京田辺市実行委員会

委員 令和元年8月13日
実行委員会の目的が達成
されたときまで（会則第８条
第１項）

職員
同志社大
学

京田辺校地総務部長 職員
ワールドマスターズゲームズ２０２１関西において、京田辺市で開催されるハンドボール競技
会の円滑な運営や交流等に必要な事業の実施。
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82 スポーツ 市民部
ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ
推進室

ワールドマスターズゲームズ２０２１
関西
京田辺市実行委員会

委員 令和元年8月13日
実行委員会の目的が達成
されたときまで（会則第８条
第１項）

職員
同志社女
子大学

総務部長 職員
ワールドマスターズゲームズ２０２１関西において、京田辺市で開催されるハンドボール競技
会の円滑な運営や交流等に必要な事業の実施。

83 スポーツ 市民部
ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ
推進室

ワールドマスターズゲームズ２０２１
関西
京田辺市実行委員会

委員 令和元年8月13日
実行委員会の目的が達成
されたときまで（会則第８条
第１項）

  戸田　光宣
同志社国
際中学校・
高等学校

校長 教員
ワールドマスターズゲームズ２０２１関西において、京田辺市で開催されるハンドボール競技
会の円滑な運営や交流等に必要な事業の実施。

84 スポーツ 市民部
ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ
推進室

ワールドマスターズゲームズ２０２１
関西
京田辺市実行委員会

委員 令和元年8月13日
実行委員会の目的が達成
されたときまで（会則第８条
第１項）

 森下　昌彦
田辺高等
学校

校長 教員

ワールドマスターズゲームズ２
０２１関西において、京田辺市
で開催されるハンドボール競技
会の円滑な運営や交流等に必
要な事業の実施。

1年に　１～２　回開催

85 環境 経済環境部 環境課
第２次京田辺市環境基本計画推進
委員会

委員長 令和元年7月10日 令和3年7月9日 郡嶌　孝
同志社大
学

政策学部 名誉教授 教員 第２次京田辺市環境基本計画の策定、実施等に関する事項を協議する。

86 環境 経済環境部 環境課
京田辺市地球温暖化対策実行計画
推進委員会

委員長 令和4年3月23日 令和6年3月22日 郡嶌　孝
同志社大
学

政策学部 名誉教授 教員 京田辺市地球温暖化対策実行計画の策定、実施等に関する事項を協議する。

87 環境 建設部 公園緑地課 緑の基本計画審議委員会 委員 令和4年7月6日 令和6年7月5日 長島　啓子
京都府立
大学

生命環境科学研究科 教授 教員 京田辺市緑の基本計画の策定及び見直しに係る審議を行う。

部局 課・室 学校名 連携先 具体的に いつ どこで 何をしたか

88 産業 市民部 市民参画課 菜の花マルシェの駐車場借用 市民 単年 同志社大学 学校 京田辺校地施設課
令和5年3月25日、26日、4月1日2
日

大御堂観音寺境内
普賢寺ふれあいの駅

同志社大学航空部グライダー格納庫の敷地を菜の花マルシェ駐車場として借用した。

89 産業 市民部 市民参画課 観音寺マルシェの駐車場借用 市民 単年 同志社大学 学校 京田辺校地施設課 令和4年11月5日、6日
大御堂観音寺境内
普賢寺ふれあいの駅

同志社大学航空部グライダー格納庫の敷地を観音寺マルシェ駐車場として借用した。

90 産業 経済環境部 産業振興課 産学連携コーディネート業務 企業 継続 平成１７年度 同志社大学 教員 リエゾンオフィス 通年 京田辺市内

産学連携コーディネート業務として、主に以下の業務を行った。
・市内企業を訪問し、研究開発等に関するニーズ調査
・大学教員の研究シーズの把握
・市内企業の相談業務、研究開発ニーズに対応し大学等との連携コーディネート

91 産業 経済環境部 産業振興課 PTA工場見学 田辺高校ＰＴＡ 継続 令和４年度 田辺高等学校 学校 教育推進部 令和4年10月13日 京田辺市内 田辺高校に通う生徒の保護者を対象とした、市内企業の工場見学

92 産業 経済環境部 産業振興課 進路ガイダンス 高校生 継続 令和３年度 田辺高等学校 学校 進路指導部 令和5年2月8日 田辺高等学校 市内企業従業員による就職や企業の魅力をテーマとしたパネルディスカッション

93 産業 経済環境部 産業振興課 1日職場体験 高校生 継続 平成３０年度 田辺高等学校 学校 工業部
令和4年10月24日
令和4年11月11日

京田辺市内
田辺高校機械技術科・自動車科2年生を対象とした、市内企業の事業所内における職場体
験

94 産業 経済環境部 産業振興課 田辺高校企業交流会 高校生、企業 継続 令和元年度 田辺高等学校 学校 工業部 令和4年7月15日 京田辺市商工会館
田辺高等学校３年生を対象とした、これまで連携事業に携わった企業による事業内容等の
紹介、就職先選択に向けた情報提供、交流会

95 産業 経済環境部 産業振興課 工場見学事業 高校生 継続 平成２８年度 田辺高等学校 学校 工業部 令和5年2月21日 京田辺市内 市内企業への工場見学

部局 課・室 名称 役職名 任命開始 任命終了 氏名 学校名 学部・学科名等 職名 連携先

96 産業 経済環境部 経済環境政策推進室
京田辺市産業振興ビジョン推進委
員会

委員長 令和3年5月21日 令和5年5月20日 郡嶌　孝
同志社大
学

政策学部 名誉教授 教員 京田辺市産業振興ビジョン後期アクションプラン策定に係る協議を行う。

97 産業 経済環境部 経済環境政策推進室
京田辺市産業振興ビジョン
推進委員会

副委員長 令和3年5月21日 令和5年5月20日 西田　和史
田辺高等
学校

副校長 教員

京田辺市産業振興ビジョン後
期アクションプラン策定に係る
協議を行う。

１年に２回開催
（令和３年度　２回開催）

人材育成

No

所属 委員

審議会等の概要

地域産業

No

所属

事業名
事業分

野

事業の対象者
・参加者 事業区分 事業開始年度

連携先等 事業の内容

分野

審議会等
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部局 課・室 学校名 連携先 具体的に いつ どこで 何をしたか

98 人材育成 輝くこども未来室 保育所での保育実習生の受け入れ 大学生 単年 不明 同志社女子大学 学校 免許・資格課 令和5年2月13日～3月10日 各保育所 保育実習生の受入れ　４人（河原・草内・三山木・南山各1人）

99 人材育成 教育部
こども・学校サポート
室

学生ボランティア学校支援事業 大学生 継続 平成１７年度 同志社大学、同志社女子大学 学生・生徒 随時
京田辺市立の小・中学校、幼
稚園

授業や保育の補助。わからないことで困っている子へのアドバイス、遊びや話し相手などを
行う。

100 人材育成 教育部 社会教育課 図書館実習 大学生 継続 同志社大学、同志社女子大学 教員 令和4年10月～11月 中央図書館 図書館司書課程で図書館学を学んだ学生が、現場での司書業務の体験を行った。

101 人材育成 市民部 市民政策推進室
京都府立大学京都地域未来創造セ
ンタ－職員派遣

行政 継続 令和3年度 京都府立大学 学生・生徒 京都地域未来創造センター 令和4年度 京都府立大学
市職員を京都地域未来創造センターに研究員として派遣し、本市政策課題の調査研究に取
り組むとともに、人的ネットワークの構築を図る。

部局 課・室 学校名 連携先 具体的に いつ どこで 何をしたか

102 防災 安心まちづくり室 ハザードマップの翻訳作業 教員 単年 同志社大学 学校 令和4年12月～令和5年3月末 同志社大学
市が発行している「地震ハザードマップ」及び「水害ハザードマップ」について、３カ国語版（中
国語、韓国語、ベトナム語）の作成にあたり、翻訳を依頼。

103 行政 市民部 市民参画課
令和4年度 京田辺市大学連携地域
貢献研究事業

教員 単年 同志社女子大学 教員

同志社女子大学現代社会学
部・社会システム学科
教授　天野　太郎

令和4年度
同志社女子大学、京田辺市内
等

連携に関する協定を締結している同志社大学、同志社女子大学、京都府立大学をはじめ、
幅広い大学等の研究者に本市が解決すべき行政課題や地域課題の解決又は地域資源の
掘り起こしに資するため、予算の範囲内で研究者の所属する大学と委託契約を締結するも
の。
研究テーマ
京田辺市における新しい観光マップの作成を通した地域理解の促進を目指す実践的研究

104 行政 市民部 市民参画課
京田辺市大学連携ディスカバリー
ベースミーティングにおけるゲストス
ピーカー

行政 継続 令和4年度 同志社女子大学 学生・生徒

同志社女子大学学芸学部
音楽学科
教授　椎名　亮輔
及び履修生4名

令和4年8月23日（火）
13:30～15:00

京田辺市役所
ミーティングにおいて、椎名教授及び履修生が「音楽によるアウトリーチ」の取り組み報告を
発表した。

105 行政 市民部 市民参画課

京田辺市ええまちつくろう事業補助
金交付
KYOのGCJ（同志社大学　グローバ
ルコミュニケーション学部）

大学生 単年 令和4年度 同志社大学 学生・生徒
KYOのGCJ
（同志社大　グローバルコミュ
ニケーション学部）

令和４年度 京田辺市内 学生の実施する事業に補助金を交付した。

106 行政 市民部 市民参画課
令和4年度 京田辺市大学連携地域
貢献研究事業

教員 単年 京都府立大学 教員
京都府立大学文学部
准教授　諫早　直人 令和4年度 京都府立大学、京田辺市内等

連携に関する協定を締結している同志社大学、同志社女子大学、京都府立大学をはじめ、
幅広い大学等の研究者に本市が解決すべき行政課題や地域課題の解決又は地域資源の
掘り起こしに資するため、予算の範囲内で研究者の所属する大学と委託契約を締結するも
の。
研究テーマ
遠く離れた京田辺の文化財をもっと身近に-市外所在京田辺市出土文化財の3D化と活用方
法の模索

107 行政 市民部 市民参画課
南部まちづくりセンターコミュニティカ
フェにおける同志社大学生の参画

大学生 継続 令和4年度 同志社大学 学生・生徒 商学部学生 通年 南部まちづくりセンター 南部まちづくりセンターコミュニティカフェで学生が毎週金曜日に日替わりカフェを運営した。

108 行政 議会事務局
同志社女子大学　活動成果最終報
告会への参加

大学生 単年 同志社女子大学 教員 学芸学部メディア創造学科 令和5年１月18日（水）
同志社女子大学
京田辺キャンパス

同志社女子大学メディア創造学科「プロジェクトプランニング演習Ⅰ・Ⅱ」２０２２年度活動成
果　最終報告会への参加。

部局 課・室 名称 役職名 任命開始 任命終了 氏名 学校名 学部・学科名等 職名 連携先

109 防災 安心まちづくり室 京田辺市国民保護協議会 委員 令和4年4月1日 中谷内　一也
同志社大
学

副学長 教員 市域に係る国民の保護のための措置に関する重要事項を審議する。

110 防災 安心まちづくり室 京田辺市防災会議 委員 令和4年4月1日 中谷内　一也
同志社大
学

副学長 教員 市域に係る防災対策の推進に関する重要事項を審議する。

111 行政 総務部 総務室
京田辺市情報公開・個人情報保護
審査会

会長 令和4年11月30日 令和7年11月29日 真山　達志
同志社大
学

政策学部 教授 教員
情報公開・個人情報の非開示決定等に対する不服申立ての審査や実施機関に対する建議
又は市長が諮問することについての答申を行う。
地方自治法第138条の4第3項の規定に基づく市長の附属機関として設置。

112 行政 総務部 総務室
京田辺市情報公開・個人情報保護
審査会

委員 令和4年11月30日 令和7年11月29日 髙野　頌
同志社大
学

理工学部 名誉教授 教員
情報公開・個人情報の非開示決定等に対する不服申立ての審査や実施機関に対する建議
又は市長が諮問することについての答申を行う。
地方自治法第138条の4第3項の規定に基づく市長の附属機関として設置。

事業の内容

No

所属 委員

審議会等の概要分野

審議会等

まちづくり

No

所属

事業名
事業分

野
事業の対象者

・参加者
事業区分 事業開始年度

連携先等

No

所属

事業名
事業分

野

事業の対象者
・参加者 事業区分 事業開始年度

連携先等 事業の内容
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113 行政 市民部

市民参画課
（京田辺市大学連携
ディスカバリーベース
事務局）

京田辺市大学連携ディスカバリー
ベースミーティング

委員 令和5年3月1日 令和7年2月28日 小板　隆浩
同志社大
学

理工学部情報システムデザイ
ン学科

教授 教員

同志社大学及び同志社女子大学の教員や学生等による地域をフィールドとした活動をさら
に広げ、市民が両大学の有する豊富な知識、技術、人材を身近に触れることが出来る窓口
機関として設置する「京田辺市大学連携ディスカバリーベース」について、大学教員や学生
市民、教育関係者等が集い、多角的な観点から大学連携の成果や方向性の確認・評価を行
う。

114 行政 市民部

市民参画課
（京田辺市大学連携
ディスカバリーベース
事務局）

京田辺市大学連携ディスカバリー
ベースミーティング

委員 令和5年3月1日 令和7年2月28日 椎名　亮輔
同志社女
子大学

学芸学部音楽学科 教授 教員

同志社大学及び同志社女子大学の教員や学生等による地域をフィールドとした活動をさら
に広げ、市民が両大学の有する豊富な知識、技術、人材を身近に触れることが出来る窓口
機関として設置する「京田辺市大学連携ディスカバリーベース」について、大学教員や学生
市民、教育関係者等が集い、多角的な観点から大学連携の成果や方向性の確認・評価を行
う。

115 行政 市民部

市民参画課
（京田辺市大学連携
ディスカバリーベース
事務局）

京田辺市大学連携ディスカバリー
ベースミーティング

委員 令和5年3月1日 令和7年2月28日 村上　優太
同志社大
学

ボランティア支援室
学生スタッフARCO（京田辺）

学生 学生・生徒

同志社大学及び同志社女子大学の教員や学生等による地域をフィールドとした活動をさら
に広げ、市民が両大学の有する豊富な知識、技術、人材を身近に触れることが出来る窓口
機関として設置する「京田辺市大学連携ディスカバリーベース」について、大学教員や学生
市民、教育関係者等が集い、多角的な観点から大学連携の成果や方向性の確認・評価を行
う。

116 行政 建設部 計画交通課
京田辺市地域公共交通活性化協議
会

委員 令和2年12月18日 令和5年3月31日 高向　千晴
同志社大
学

文化情報学部 学生 学生・生徒

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第６条に基づき設置した協議会。
人口減少、新型コロナウイルス感染症の感染拡大、まちづくりや公共交通に対する社会の
考え方の変化など、公共交通が直面する諸課題へ迅速かつ柔軟に対応し、持続可能な地
域公共交通ネットワークの形成を推進していくため、鉄道、路線バス、タクシーなどの公共交
通機関をはじめ、行政や各種団体が参画する協議会。

117 行政 建設部 計画交通課
京田辺市地域公共交通活性化協議
会

委員 令和2年12月18日 令和5年3月31日 小山　華代
同志社女
子大学

現代社会学部社会システム学
科

学生 学生・生徒

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第６条に基づき設置した協議会。
人口減少、新型コロナウイルス感染症の感染拡大、まちづくりや公共交通に対する社会の
考え方の変化など、公共交通が直面する諸課題へ迅速かつ柔軟に対応し、持続可能な地
域公共交通ネットワークの形成を推進していくため、鉄道、路線バス、タクシーなどの公共交
通機関をはじめ、行政や各種団体が参画する協議会。

118 行政 建設部 計画交通課 京田辺市都市計画審議会 委員 令和3年7月1日 令和5年6月30日 野口　範子
同志社大
学

生命医科学部 教授 教員 都市計画に関する調査審議を行うため、都市計画法第77条の2の規定により設置するもの。

119 行政 建設部 計画交通課 京田辺市都市計画審議会 委員 令和3年7月1日 令和5年6月30日 千田　二郎
同志社大
学

理工学部 教授 教員 都市計画に関する調査審議を行うため、都市計画法第77条の2の規定により設置するもの。

120 行政 建設部 計画交通課
京田辺市地域公共交通活性化協議
会

委員 令和2年8月26日 令和5年3月31日 野口　範子
同志社大
学

生命医科学部 教授 教員

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第６条に基づき設置した協議会。
人口減少、新型コロナウイルス感染症の感染拡大、まちづくりや公共交通に対する社会の
考え方の変化など、公共交通が直面する諸課題へ迅速かつ柔軟に対応し、持続可能な地
域公共交通ネットワークの形成を推進していくため、鉄道、路線バス、タクシーなどの公共交
通機関をはじめ、行政や各種団体が参画する協議会。

121 行政 建設部 開発指導課 京田辺市空家等対策協議会 会長 令和3年5月18日 令和5年5月17日 谷　直之
同志社女
子大学

現代社会学部社会システム学
科

教授 教員 空家等対策計画の実施等に関する協議を行う。

122 行政 建設部 開発指導課
京田辺市開発行為等紛争調停委員
会

委員 令和4年4月1日 令和6年3月31日 真山　 達志
同志社大
学

政策学部・大学院総合政策科
学研究科

教授 教員 開発行為等に係る紛争を調停し、円満な解決を図るための委員会。

123 行政 建設部 開発指導課
京田辺市開発行為等紛争調停委員
会

委員 令和4年4月1日 令和6年3月31日 小谷　真理
同志社大
学

政策学部 准教授 教員 開発行為等に係る紛争を調停し、円満な解決を図るための委員会。

124 行政 上下水道部 経営管理室 京田辺市上下水道事業経営審議会 委員 令和3年4月1日 令和5年3月31日 赤尾　聡史
同志社大
学

理工学部
環境システム学科

教授 教員

京田辺市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例（抜粋）
第４条　審議会は、管理者の諮問に応じて、次に掲げる事項について審議する。
（１）京田辺市上下水道事業の経営問題に関すること
（２）京田辺市上下水道事業の将来計画に関すること
（３）その他京田辺市上下水道事業の健全な発展に関すること

125 行政
選挙管理委員会事務
局

明るい選挙推進協議会 委員 令和5年3月30日 濱本　凜
同志社女
子大学

社会システム学科 学生 学生・生徒
京田辺市内における明るい選挙の推進に関し、必要な企画・調査・研究を行い、併せて明る
い選挙推進運動の円滑かつ効果的な実施を図ることを目的に活動

部局 課・室 学校名 連携先 具体的に いつ どこで 何をしたか

126 広報 企画政策部 秘書広報課
高校・大学が行う市民向け事業等の
積極的広報

市民 継続 平成25年度 同志社大学、同志社女子大学 学校 学生支援課・広報課など 通年
広報ほっと京たなべ、市公式
Facebookなど

高校・大学が行うイベント・事業等を広報紙等に掲載した。

127 広報 企画政策部 秘書広報課 選挙投票啓発写真モデル 高校生 単年 田辺高等学校 学校 生徒会 令和5年2月28日 京都府立田辺高等学校 統一地方選挙での投票を広報紙で呼び掛ける企画で、学生をモデルに写真撮影を行った。

128 広報 市民部 市民参画課
ほっと京たなべ10月号特集記事「大
学とつながる」の発行

市民 継続 令和4年度 同志社大学、同志社女子大学 教員、学生

同志社大学：Aoiカフェ店長赤
木氏、同志社クローバー祭統
括リーダー赤岩氏
同志社女子大学：現代社会学
部社会システム学科　天野
太郎　教授

令和４年１０月発行
同志社大学、同志社女子大
学、京田辺市役所

本市の実施する大学との連携事業を市民に紹介する特集記事を作成した。

129 広報 市民部 市民参画課
（チラシ配架）
同志社大学通信『ONE PURPOSE』

市民 継続 同志社大学 学校 広報部広報課
令和４年４月１日発行、７月１日
発行、１１月１日発行

大学通信について周知した。

その他

No
事業分

野

所属

事業名
事業の対象者

・参加者
事業区分 事業開始年度

連携先等 事業の内容
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130 広報 市民部 市民参画課
（後援）
2022年度同志社大学ハリス理化学
研究所研究発表会

行政、企業、市民、
学生

継続 同志社大学 学校 ハリス理化学研究所 令和4年11月28日（金） ホテルグランヴィア京都 同志社大学ハリス理化学研究所の研究成果発表会を後援した。

131 広報 市民部 市民参画課 チラシの相互配架 高校生・大学生 継続
同志社大学、同志社女子大学、同志
社国際中学校・高等学校

学校 学生支援課ほか 常時
京田辺市役所、同志社大学、
同志社女子大学、同志社国際
中学校・高等学校

市広報紙に大学等の実施するイベント等を掲載した。また、大学等のチラシを市内公共施設
に配架し、市のチラシを大学等に配架した。

132 広報 市民部 市民参画課
ほっと京たなべ10月号特集記事「大
学とつながる」の発行

市民 継続 令和4年度 京都府立大学 学校、教員
塚本　康浩　学長
文学部歴史学科　諫早　直人
准教授

令和４年１０月発行
京都府立大学清華キャンパ
ス、下鴨キャンパス

本市の実施する大学との連携事業を市民に紹介する特集記事を作成した。

133 広報 市民部
文化・スポーツ振興
課

京田辺市展PRポスターデザイン 高校生 継続 令和元年度 田辺高等学校 学校
令和４年１１月３０日（水）～１２月
１日（日）

美術公募展　第６回京田辺市
展

上記市展開催のポスター等に挿入するイラストを京都府立田辺高等学校美術部員に作成を
依頼した。
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